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１ 概 況
本市の船舶事業は，旧桜島町で運営していた交通事業（桜島フェリー）を引き継
ぎ，平成１６年１１月１日に，本市の第４番目の公営企業として事業を開始した。
桜島フェリーは，昭和９年，旧西桜島村の村民の生活航路・通学航路として事業を
開始して以来，桜島地域と市街地のみならず，薩摩・大隅両半島を結ぶ海上交通機関
として，重要な役割・使命を担っている。
この間，人道橋・可動橋等接岸施設の設備充実を図るとともに，船舶の大型化を図
り，現在，船舶６隻を保有し，１日７０航海（１４０便）の２４時間運航をしている。
桜島フェリーは，本市における総合的な交通体系の中に位置付けられるとともに，
鹿児島が世界に誇る自然の観光資源である桜島へのアクセスであり，都市型施設と一
体となって本市の観光振興に寄与することや，桜島の火山活動の活発化に伴う島内住
民の避難に要する救護船舶としての役割を求められている。
船舶事業としては，輸送車両の小型化等により収益が減少する中，船舶燃料価格の
高騰に加え，老朽化施設の整備及び船舶の建造等を行う必要があることから，各面か
らの経費節減・増収対策など，より一層の経営の健全化に取り組むとともに，乗客の
多様化するニーズに応え，利便性の向上を図るなど，幅広い立場からの乗客サービス
の向上に努めている。
平成２７年度は，錦江湾の湾奥を巡る錦江湾魅力再発見クルーズを１２回運航するとと
もに，よりみちクルーズ船を年末年始を含め毎日運航するほか，２７年度に就航した新
船を活用し，ロングクルーズ船の運航を予定している。
また，桜島港フェリー施設整備事業，避難港離着岸訓練等を行い，公共交通機関と
してより安全で快適な運航・効率的な事業運営に努めることとしている。

２ 経営の基本
敢 設 置

市民の海上交通を確保するとともに，福祉の向上に資するため，船舶事業を設置
し，企業の経済性を発揮するとともに公共の福祉を増進するように運営するものとする。
柑 事 業（創業 昭和９年１２月１日）
①事業区域 鹿児島湾内の平水区域
②事業航路 ア 一般旅客定期航路 桜島～鹿児島航路

よりみちクルーズ船航路
イ 旅客不定期航路 鹿児島湾内

③事業用船舶の数 ６隻
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桓 船舶一覧

棺 運航航路（平成２７．４．１現在）
① 一般旅客定期航路 ア 桜島港～鹿児島港（３．４㎞）

イ よりみちクルーズ船
鹿児島港～神瀬～大正溶岩原沖～桜島港（１１．０㎞）

② 旅客不定期航路 ア 納涼船，貸切船
鹿児島港～大正溶岩原沖～神瀬～鴨池沖～与次郎ヶ
浜方面～レインボー桜島沖～鹿児島港

イ 錦江湾魅力再発見クルーズ船
鹿児島港～若尊海山海域周辺～新島～鹿児島港

款 乗船料（主なもの）
① 普通旅客運賃

② 自動車航送運賃

③ 回数旅客運賃
○普通回数乗船券
３６枚綴り 普通旅客運賃の３０倍の価額

○普通共通回数乗船券
ＩＣカード乗船券 普通旅客運賃の１１分の１０の価額

○回数自動車航送運賃
ア ６枚綴り 自動車航送運賃の５倍の価額
イ ４２枚綴り 自動車航送運賃の３０倍の価額
（３ｍ以上４ｍ未満・４ｍ以上５ｍ未満の車長）
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総トン数竣工年月船種船名
７３１トン平成４年２月第 十 三 櫻 島 丸
１，１３４トン平成７年１月第 十 五 櫻 島 丸
９９７トン平成１１年１月第 十 六 櫻 島 丸
１，２７９トン平成１５年２月第 十 八 櫻 島 丸
１，３３０トン平成２３年２月桜 島 丸
１，４０４トン平成２７年３月第 二 桜 島 丸

運 賃
種 類

よりみちクルーズ船航路桜島～鹿児島航路
５００円160円大 人
２５０円８０円小 児

運 賃
種 類

よりみちクルーズ船航路桜島～鹿児島航路
１，４9０円１，150円３ｍ以上４ｍ未満
１，940円１，60０円４ｍ以上５ｍ未満
２，31０円１，970円５ｍ以上６ｍ未満



ウ ３６枚綴り 自動車航送運賃の３０倍の価額
（３ｍ以上４ｍ未満・４ｍ以上５ｍ未満以外の車長）

④ 定期旅客運賃
○定期１か月乗船券
ア 通勤（大人）・・・基準となる普通旅客運賃を６０倍した額の５割５分引
イ 通学（大人）・・・基準となる普通旅客運賃を６０倍した額の８割５分引
ウ 通学（小児）・・・イに掲げる方法により算出された額の２分の１

⑤ 旅客不定期航路に係る料金

⑥ 貸切料金

３ 事業実績
敢 運輸実績（一日平均）

柑 収支概要 （単位：千円）
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錦江湾魅力再発見クルーズ船納涼観光船種 類
１，０００円１，０００円大 人
５００円５００円小 児

２，４００円
※４人（うち大人２人まで）ファミリー乗船券

料 金区 分
１隻につき４７２，５００円納涼船の運航期間内

２層積船舶
１隻につき４２５，２５０円納涼船の運航期間外
１隻につき３７８，０００円納涼船の運航期間内

１層積船舶
１隻につき３４０，２００円納涼船の運航期間外

２６２5２４２３２２年 度
区 分

５７．８５７．８５７．８５７．８５７．８営 業 航 路 （ ㎞ ）
３３３３３運 航 路 線 数 （ 本 ）
６６６６６在 籍 船 舶 （ 隻 ）

５８３．０５９０．２５８６．７５８４．７５９６．７運航キロ（㎞）
一日
平均

９，４５６１０，０７０９，８５１１０，０５７９，５２２旅 客 （ 人 ）
４，００６４，１８３４，１１９４，０６４３，９６４車 両 （ 台 ）

６，０３９，７９１６，０５９，６７１５，９７９，３３９５，９５０，４０７５，７５６，９７５運航収益（円）

２６２5２４２３２２年 度
区 分

２，５１４，５３１２，３３８，９０８２，２９３，４９７２，３９４，７１３２，２２２，８３２総 収 益 ○イ
２，４４８，５３６２，２６３，６３８２，３０２，２１３２，３４４，３８２２，２０７，１４０総 費 用 ○ロ
６５，９９５７５，２７０△８，７１６５０，３３１１５，６９２差 引 ○イ － ○ロ
１０２．７１０３．３９９．６１０２．１１００．７収益率○イ ／○ロ （％）



４ 財 務
敢 予算概要（平成２７年度） （単位：千円）

－４０６－

船
舶
事
業
（
４
財

務
）

支 出収 入

予 定 額款 項 目予 定 額款 項 目

２，６３９，４６１収 益 的 支 出２，８１０，３７８収 益 的 収 入

２，６３９，４６１船 舶 事 業 費１２，８１０，３７８船 舶 事 業 収 益１

２，５８５，６２１営 業 費 用１２，５８０，２７１営 業 収 益１

２，４０５旅客・車両航送取扱費１２，５１４，６３８運 航 収 益１
３４３，４８１動 力 費２４０，７２９運 航 雑 収 益２
８３８，２３８船 舶 運 航 費３２４，９０４附 帯 施 設 収 益３
１２２，８７８運 航 管 理 費４１７９，０３８営 業 外 収 益２

１３，２４９船 舶 修 繕 費５５４受 取 利 息１
２０１，２１０船 舶 検 査 費６１６，７２４他 会 計 負 担 金２
２７７，３０９業 務 費７２２，５４２他 会 計 補 助 金３
７３，８２９営 業 費８１３３，８０９長 期 前 受 金 戻 入４
２７，１４２遊 覧 船 運 航 費９５，９０９雑 収 益５
９２，６８０航路附属施設管理費１０５１，０６９特 別 利 益３

２４１，３８６一 般 管 理 費１１５１，０６９固 定 資 産 売 却 益１
３５１，７３１減 価 償 却 費１２

８３資 産 減 耗 費１３
３２，５７７営 業 外 費 用２

２１，６１５支 払 利 息１
１０３繰 延 勘 定 償 却２

１０，８５９消費税及び地方消費税３
１１，２６３特 別 損 失３

１１，２６３そ の 他 特 別 損 失１
１０，０００予 備 費４

１０，０００予 備 費１
１７０，９１７収 支 差 引

１，９４２，５３９資 本 的 支 出１，７３０，０８２資 本 的 収 入

１，９４２，５３９資 本 的 支 出１１，７３０，０８２資 本 的 収 入１

１，７３７，１６６建 設 改 良 費１２４１，２７０補 助 金１

１，７２６，１２９桜島港施設整備事業費１１６０，０００国 庫 補 助 金１
２，３９４車 両 運 搬 具 購 入 費２８１，２７０他 会 計 補 助 金２
８，６４３工具，器具及び備品購入費３１，４６２，４００企 業 債２

１０６，６２９企 業 債 償 還 金２１，４６２，４００企 業 債１
１０６，６２９企 業 債 償 還 金１２６，４１２固 定 資 産 売 却 代 金３

９８，７４４船舶建造年賦支払金３２６，４１２固 定 資 産 売 却 代 金１
９８，７４４船舶建造年賦支払金１２１２，４５７○ 損 益 勘 定 留 保 資 金 等

４，７５２，９１７合 計４，７５２，９１７合 計



柑 各年度損益計算書（税抜） （単位：千円）
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2７（予定）26年 度
科 目

２，３８９，１４７２，２６３，６７７１

２，３２８，３７２２，２０４，５２４敢

３７，７１５３６，４２３柑

２３，０６０２２，７３０桓

２，５１４，４１８２，３６６，５３５２

２，３９１１，４０４敢

３１８，０３９３１７，７７９柑

８３４，９６０８４２，８１０桓

１２２，０４６９９，２４２棺

１２，２６９３４，００６款

１８６，６３５１４５，２１９歓

２６１，８９１２６３，６１２汗

７２，５４８６７，４８８漢

２５，３３９２１，２８４澗

８５，８３５７７，４０９潅

２４０，６５１２３１，７０２環

３５１，７３１２６４，５６５甘

８３１５監

△１２５，２７１△１０２，８５８営 業 損 益

１７８，６３３１６４，９９６３

５４１９３敢

１６，７２４１６，２６４柑

２２，５４２３３，５７８桓

００棺

１３３，８０９108，３７２款

５，５０４６，５８９歓

２１，７１８１４，１１３４

２１，６１５１１，３０７敢

１０３１０３柑

０２，７０３桓

３１，６４４４８，０２５経 常 損 益

４７，２８７８５，８５８５

１０，４２９６７，８８８６

１０，００００７

５８，５０２６５，９９５当 年 度 純 損 益

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

予 備 費

運 航 収 益

運 航 雑 収 益

附 帯 施 設 収 益

旅 客 ・ 車 両 航 送 取 扱 費

動 力 費

船 舶 運 航 費

運 航 管 理 費

船 舶 修 繕 費

船 舶 検 査 費

業 務 費

営 業 費

遊 覧 船 運 航 費

航 路 附 属 施 設 管 理 費

一 般 管 理 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

受 取 利 息

他 会 計 負 担 金

他 会 計 補 助 金

国 庫 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

支 払 利 息

繰 延 勘 定 償 却

雑 支 出
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